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 １０月１３日（金）にスエＴの科学の時間がありました。今回のテ

ーマは、「水の表面張力を調べよう！」です。  

 まず初めの実験では、紙コップに水をこぼれないぎりぎりまで入れ

て水が盛り上がる様子を観察しました。スエＴが「水がゴムの膜のよ

うになってこぼれないんだよ」と言うと、「知ってる！表面張力や

ろ！！」と子どもたちから

『表面張力』と言う言葉が

出てきました。いろいろな角度から観察し、「プリンみたい」と何度も

こぼれないようにチャレンジしていました。 

 次は、洗面器の水に１円玉を浮かべてみました。水よりも重いもの

は沈んで、軽いと浮かぶ

ことを教えてもらい、子

どもたちもチャレン

ジ！水が揺れていたり、

勢いよく入れると沈んでしまうので、苦戦していました。フォーク

を使ったり、机を揺らさないように集中しながらやっていました。 

 最後は、みんなで洗面器を囲んで、浮かべる１円玉の数を増やし

ていくとどうなるのか見てみました。２つ、３つ．．．と増やしてい

くと、離れていた１

円玉がくっついていきました。「えー！！なんで？！」と大盛り上

がり。７つ浮かべると、お花の形になりました。はじめはゆっく

り近づいて、ぴったりくっつく時には、少し速くなる様子も観察

しました。 

 「すごーい」と洗面器をのぞき込んでいると、スエＴのカバン

から洗剤が登場！お花の形に浮かんでいる洗面器のふちに泡洗剤

を吹きかける

と、洗剤が水に

溶け、何もして

いないのに「ぽろぽろぽろ～」と１円玉が沈んでいきました。

「お～！！」「なんで～！！」と自然と拍手が出ていました。洗

剤を入れると、表面張力が弱まるそうです。 

水の不思議に目をキラキラさせていた子どもたちでした。お

家でも、実験してみてくださいね！ 
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